
　
公
共
交
通
は
、そ
の
名
の
通
り
、き
わ

め
て
公
共
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

が
、わ
が
国
に
お
い
て
は
そ
の
多
く
が
、

民
間
事
業
者
の「
地
域
住
民
の
移
動
手

段
を
確
保
・
提
供
す
る
」と
い
う
使
命
の

も
と
で
提
供
さ
れ
て
き
た
。

　
そ
の
間
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
な
ど
に
よ
っ
て
地
域
住
民
の
移
動
手

段
は
公
共
交
通
中
心
か
ら
車
中
心
へ
と

変
わ
っ
て
い
き
、ま
た
農
村
部
を
中
心
に

人
口
減
少
も
進
む
な
か
で
、公
共
交
通
の

利
用
者
は
減
少
し
て
い
っ
た
。そ
れ
で
も

な
お
、地
域
住
民
の
身
近
な
足
で
あ
る
鉄

道
や
バ
ス
は
、九
州
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

張
り
巡
ら
せ
、地
域
住
民
の
移
動
手
段

を
確
保
し
て
い
る
。し
か
し
、こ
う
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、事
業
者
の
経
営
努
力

と
行
政
か
ら
の
補
助
に
よ
って
何
と
か
支

え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
今
後
、一
層
の
人
口
減
少
か
ら
利
用

者
は
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
、補
助
を
行
っ
て
い
る
行
政
も
財
政
状

況
が
厳
し
い
な
か
に
あ
っ
て
、公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
持
続
可
能
性
が
揺
ら
い

で
い
る
。他
方
、昨
今
の
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
事
故
が
相
次
い
で
報
道
さ
れ

た
影
響
も
あ
り
、自
動
車
運
転
免
許
を

返
納
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
な
か
、こ
れ

ら
の
人
た
ち
の
移
動
手
段
を
ど
の
よ
う

に
確
保
す
る
か
と
い
っ
た
政
策
課
題
も

出
始
め
て
お
り
、公
共
交
通
は
、そ
の
あ

り
方
を
考
え
直
す
転
換
期
に
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
レ
ポ
ー
ト
で
は
、利
用
者
の

減
少
や
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
伴
う
供
給

制
約
と
い
っ
た
九
州
に
お
け
る
地
域
公

共
交
通
の
現
状
や
課
題
を
分
析
し
た
う

え
で
、こ
れ
ら
の
解
決
策
の
１
つ
と
し
て

期
待
さ
れ
る
公
共
交
通
に
関
す
る
情
報

サ
ー
ビ
ス
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（Ｍｏｂｉｌｉｔ ｙ

　ａｓ　ａ　Ｓｅｒｖｉｃｅ

）を
め
ぐ
る
動
向
に

つ
い
て
整
理
す
る
。

　　　　　
九
州
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら

せ
て
い
る
鉄
道
や
路
線
バ
ス
の
輸
送
人

員
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

　
九
州
の
鉄
道
輸
送
人
員
は
、国
鉄
末

期
の
１
９
８
５
年
度
は
４・６
億
人
ま
で

落
ち
込
ん
だ
が
、そ
の
後
は
国
鉄
民
営

化
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、九
州
新

幹
線
の
開
業
、福
岡
市
営
地
下
鉄
の
延

伸
・
開
業
な
ど
に
よ
り
増
加
傾
向
に
あ

り
、直
近（
２
０
１
８
年
度
）で
は
６・３

億
人
と
な
っ
て
い
る
。た
だ
し
、島
原
鉄

道
や
国
鉄
の
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
を
引
き

継
い
で
誕
生
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
の
鉄

道
事
業
者
で
は
利
用
者
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、都
市
部
と
そ
う
で
な
い
地
域
と
の

違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

　
地
域
間
の
相
違
に
つ
い
て
は
、九
州
旅

客
鉄
道（
株
）（
福
岡
市
博
多
区
、以
下

Ｊ
Ｒ
九
州
）の
民
営
化
直
後
の
１
９
８

７
年
度
と
直
近（
２
０
１
８
年
度
）の
区

間
別
平
均
通
過
人
員
の
変
化
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
る（
表
１
）。鹿
児
島
本
線

や
日
豊
本
線
、長
崎
本
線
と
いっ
た
幹
線

や
福
岡
都
市
圏
を
は
じ
め
と
し
た
県
都

ク
ラ
ス
の
都
市
近
郊
の
線
区
で
は
、平
均

通
過
人
員
も
多
く
、増
加
傾
向
に
あ
る

が
、県
境
を
ま
た
ぐ
線
区
や
行
き
止
ま

り
に
な
っ
て
い
る
線
区
で
は
、平
均
通
過

人
員
は
少
な
く
、減
少
幅
も
大
き
い
。

こ
の
間
、列
車
の
本
数
は
通
過
人
員
ほ

ど
に
大
幅
に
減
少
し
て
お
ら
ず
、こ
れ
ら

の
線
区
に
お
け
る
利
用
環
境
が
著
し
く

悪
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
と
く
に
、平
均
通
過
人
員
５
０
０
人

未
満
は
、鉄
道
の
輸
送
特
性
の
１
つ
で
あ

る
大
量
輸
送
に
応
え
ら
れ
る
水
準
と
は

い
え
ず
、鉄
道
会
社
が
保
有
す
る
施
設

や
車
両
の
維
持
管
理
費
は
も
ち
ろ
ん
、

は
じ
め
に

減
少
続
く
公
共
交
通

利
用
者

都
市
圏
外
で
の
減
少
が
著
し
い

鉄
道
利
用
者

1
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運
行
の
た
め
の
乗
務
員
の
人
件
費
や
燃

料
費
も
運
賃
収
入
か
ら
捻
出
で
き
な
い

水
準
と
さ
れ
て
い
る 

。

　　
九
州
の
乗
合
バ
ス
輸
送
人
員
は
、１
９

６
９
年
度
の
12
・１
億
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
を
続
け
、直
近（
２
０
１
８
年
度
）で

は
４・６
億
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り

（
図
１
）、１
９
６
９
年
度
を
１
０
０
と
し

た
と
き
の
２
０
１
８
年
度
の
輸
送
人
員

は
37
・７
で
あ
る
。こ
の
指
数
を
県
別
に

見
る
と
、宮
崎
県（
12
・
６
）や
佐
賀
県

（
15
・
３
）で
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
、

比
較
的
落
ち
込
み
の
小
さ
い
鹿
児
島

県（
41
・７
）や
福
岡
県（
51
・０
）で
も
半

数
近
く
減
少
し
て
い
る
。

　　
公
共
交
通
利
用
者
の
減
少
は
、農
村

部
に
お
け
る
人
口
減
少
も
あ
る
が
、そ
れ

以
上
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に

伴
っ
て
地
域
住
民
の
移
動
手
段
が
自
動

車
へ
と
シ
フ
ト
し
た
影
響
が
大
き
い
。

　
九
州
の
乗
用
車
保
有
台
数
は
７
２
０

万
台（
２
０
２
０
年
３
月
）に
対
し
、世

帯
数
は
６
０
９
万
世
帯（
２
０
２
０
年
１

月
）で
あ
り
、乗
用
車
の
保
有
台
数
が
世

帯
数
を
上
回
っ
て
い
る
。乗
用
車
の
保
有

台
数
に
は
社
用
車
等
も
含
ま
れ
る
と
は

い
え
、自
動
車
が
一
家
に
１
台
か
ら
１

人
に
１
台
に
迫
る
レ
ベ
ル
に
普
及
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
結
果
、自
動
車
を
運
転
で
き
る

世
代
は
、移
動
手
段
と
し
て
公
共
交
通

を
利
用
し
な
く
な
っ
た
。そ
れ
だ
け
で
な

く
、公
共
交
通
の
主
要
な
利
用
者
層
で

あ
る
高
齢
者
は
、か
つ
て
の
高
齢
者
に
比

べ
て
免
許
保
有
率
が
高
く
、公
共
交
通

を
必
要
と
す
る
人
の
数
が
減
って
き
て
い

る
。も
う
１
つ
の
主
要
な
ユ
ー
ザ
ー
で
あ

る
学
生（
と
く
に
高
校
生
）も
、少
子
化

に
伴
う
生
徒
数
の
減
少
に
加
え
、親
が

学
校
ま
で
送
迎
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
って
い
る
。ま
た
、私
立
学
校

の
中
に
は
生
徒
募
集
の
た
め
に
近
隣
の

通
学
圏
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る

な
ど
、公
共
交
通
利
用
者
が
減
少
す
る

要
素
は
あ
っ
て
も
増
え
る
要
素
を
見
つ

け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、行
政
に
お
い
て
は
、

路
線
の
存
続
の
た
め
の
補
助
の
負
担
が

大
き
く
な
る
と
いっ
た
課
題
も
生
じ
て
い

る
。九
州
に
お
け
る
地
域
間
幹
線
系
統

確
保
維
持
費（
運
行
区
間
が
複
数
の
自

治
体
に
ま
た
が
る
赤
字
バ
ス
路
線
への
補

助
）は
、２
０
１
３
年
度
は
12
億
３
，５
１

８
万
円
だ
っ
た
も
の
が
、年
々
増
え
続

け
、18
年
度
に
は
13
億
９
，１
０
２
万
円

と
、５
年
間
で
12
・６
％
負
担
が
増
大
し

て
い
る
。こ
の
ほ
か
に
も
民
間
事
業
者
の

路
線
撤
退
を
引
き
継
ぐ
形
で
運
行
さ
れ

乗
合
バス
利
用
者
は

ピ
ー
ク
時
の
４
割
以
下

利
用
者
増
の
兆
し
の
見
え
な
い

公
共
交
通

増
え
る
財
政
負
担

転換期の地域公共交通とMaaSの可能性

表１　JR九州の区間別平均通過人員の変化（1987→2018年度）

線名 区間 営業キロ
（km）

平均通過人員（人/日）
1987年度 2018年度 増加率（％）

鹿児島本線 小倉～博多 67.2 68,929 82,713 20.0
鹿児島本線 博多～久留米 35.7 46,908 68,269 45.5
筑肥線 筑前前原～姪浜 12.7 13,593 46,283 240.5
篠栗線 吉塚～篠栗 10.3 13,712 32,975 140.5
長崎本線 鳥栖～佐賀 25.0 24,187 31,057 28.4
日豊本線 小倉～中津 51.8 34,776 28,424 ▲ 18.3
鹿児島本線 門司港～小倉 11.0 29,689 24,075 ▲ 18.9
長崎本線 佐賀～肥前山口 14.6 19,732 21,001 6.4
山陽本線 下関～門司 6.3 26,352 18,961 ▲ 28.0
長崎本線 諫早～長崎 24.9 14,988 18,220 21.6
篠栗線 篠栗～桂川 14.8 8,698 14,445 66.1
日豊本線 中津～大分 81.1 13,455 14,074 4.6
鹿児島本線 鹿児島中央～鹿児島 3.2 9,962 11,917 19.6
日豊本線 国分～鹿児島 30.5 9,875 11,319 14.6
豊肥本線 熊本～肥後大津 22.6 4,902 11,265 129.8
鹿児島本線 熊本～八代 35.7 17,266 10,548 ▲ 38.9
鹿児島本線 久留米～大牟田 33.6 16,115 8,843 ▲ 45.1
指宿枕崎線 鹿児島中央～喜入 26.6 8,253 8,555 3.7
筑豊本線 折尾～桂川 34.5 10,177 8,443 ▲ 17.0
長崎本線 肥前山口～諫早 60.8 9,108 8,334 ▲   8.5
香椎線 香椎～宇美 12.5 3,690 7,852 112.8 地方交通線路線基準

（8,000人）鹿児島本線 川内～鹿児島中央 46.1 11,252 7,452 ▲ 33.8
鹿児島本線 大牟田～熊本 49.1 16,900 6,942 ▲ 58.9
佐世保線 肥前山口～佐世保 48.8 5,651 6,463 14.4
日豊本線 延岡～南宮崎 86.3 6,149 6,145 ▲   0.1
筑肥線 唐津～筑前前原 29.9 7,233 5,870 ▲ 18.8
日豊本線 大分～佐伯 64.9 8,050 5,308 ▲ 34.1
大村線 早岐～諫早 47.6 3,197 4,968 55.4
香椎線 西戸崎～香椎 12.9 2,921 4,909 68.1
長崎本線 喜々津～浦上 23.5 2,640 4,666 76.7
筑豊本線 若松～折尾 10.8 4,545 3,980 ▲ 12.4 国鉄第三次廃止路線基準

（4,000人）豊肥本線 三重町～大分 36.1 4,203 3,877 ▲   7.8
日豊本線 南宮崎～都城 47.4 4,398 3,584 ▲ 18.5
久大本線 久留米～日田 47.6 3,040 3,437 13.1
指宿枕崎線 喜入～指宿 19.1 3,687 2,537 ▲ 31.2
日田彦山線 城野～田川後藤寺 30.0 3,287 2,471 ▲ 24.8
久大本線 由布院～大分 42.4 3,890 2,294 ▲ 41.0
唐津線 久保田～唐津 40.3 3,649 2,203 ▲ 39.6
久大本線 日田～由布院 51.5 2,564 1,756 ▲ 31.5 国鉄第二次廃止路線基準

（2,000人）日豊本線 都城～国分 42.2 2,029 1,438 ▲ 29.1
後藤寺線 新飯塚～田川後藤寺 13.3 1,728 1,315 ▲ 23.9
三角線 宇土～三角 25.6 2,415 1,242 ▲ 48.6
唐津線 唐津～西唐津 2.2 1,315 1,005 ▲ 23.6
豊肥本線 豊後竹田～三重町 23.9 2,384 951 ▲ 60.1
日豊本線 佐伯～延岡 58.4 3,428 889 ▲ 74.1
肥薩線 吉松～隼人 37.4 1,109 656 ▲ 40.8
吉都線 吉松～都城 61.6 1,518 465 ▲ 69.4 国鉄第一次廃止路線基準

（500人）肥薩線 八代～人吉 51.8 2,171 455 ▲ 79.0
指宿枕崎線 指宿～枕崎 42.1 942 291 ▲ 69.1
筑肥線 伊万里～唐津 33.1 728 222 ▲ 69.5
日南線 油津～志布志 42.9 669 193 ▲ 71.2
肥薩線 人吉～吉松 35.0 569 105 ▲ 81.5
豊肥本線 宮地～豊後竹田 34.6 1,028 101 ▲ 90.2

   

     

注）

資料）

1．平均通過人員＝各路線の年度内の旅客輸送人キロ÷当該路線の年度内営業キロ÷年度内営業日数
2．1987年度と2018年度で比較可能な線区のみ記載
3．2018年度の久大本線の久留米～日田は、一部区間で一時期運転見合わせていたが、年間全区間で運転していたものとし「参考値」として算出
4．国鉄第一次廃止路線基準は、営業キロ30km未満かつ輸送密度2,000人/日未満かつ盲腸線、または営業キロ50km未満かつ輸送密度500人/日未満  
JR九州Webサイト「線区別ご利用状況」より九経調作成

図１　九州の乗合バス輸送人員の推移
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運
行
の
た
め
の
乗
務
員
の
人
件
費
や
燃

料
費
も
運
賃
収
入
か
ら
捻
出
で
き
な
い

水
準
と
さ
れ
て
い
る 

。

　　
九
州
の
乗
合
バ
ス
輸
送
人
員
は
、１
９

６
９
年
度
の
12
・１
億
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
を
続
け
、直
近（
２
０
１
８
年
度
）で

は
４・６
億
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り

（
図
１
）、１
９
６
９
年
度
を
１
０
０
と
し

た
と
き
の
２
０
１
８
年
度
の
輸
送
人
員

は
37
・７
で
あ
る
。こ
の
指
数
を
県
別
に

見
る
と
、宮
崎
県（
12
・
６
）や
佐
賀
県

（
15
・
３
）で
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
、

比
較
的
落
ち
込
み
の
小
さ
い
鹿
児
島

県（
41
・７
）や
福
岡
県（
51
・０
）で
も
半

数
近
く
減
少
し
て
い
る
。

　　
公
共
交
通
利
用
者
の
減
少
は
、農
村

部
に
お
け
る
人
口
減
少
も
あ
る
が
、そ
れ

以
上
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に

伴
っ
て
地
域
住
民
の
移
動
手
段
が
自
動

車
へ
と
シ
フ
ト
し
た
影
響
が
大
き
い
。

　
九
州
の
乗
用
車
保
有
台
数
は
７
２
０

万
台（
２
０
２
０
年
３
月
）に
対
し
、世

帯
数
は
６
０
９
万
世
帯（
２
０
２
０
年
１

月
）で
あ
り
、乗
用
車
の
保
有
台
数
が
世

帯
数
を
上
回
っ
て
い
る
。乗
用
車
の
保
有

台
数
に
は
社
用
車
等
も
含
ま
れ
る
と
は

い
え
、自
動
車
が
一
家
に
１
台
か
ら
１

人
に
１
台
に
迫
る
レ
ベ
ル
に
普
及
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
結
果
、自
動
車
を
運
転
で
き
る

世
代
は
、移
動
手
段
と
し
て
公
共
交
通

を
利
用
し
な
く
な
っ
た
。そ
れ
だ
け
で
な

く
、公
共
交
通
の
主
要
な
利
用
者
層
で

あ
る
高
齢
者
は
、か
つ
て
の
高
齢
者
に
比

べ
て
免
許
保
有
率
が
高
く
、公
共
交
通

を
必
要
と
す
る
人
の
数
が
減
って
き
て
い

る
。も
う
１
つ
の
主
要
な
ユ
ー
ザ
ー
で
あ

る
学
生（
と
く
に
高
校
生
）も
、少
子
化

に
伴
う
生
徒
数
の
減
少
に
加
え
、親
が

学
校
ま
で
送
迎
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
って
い
る
。ま
た
、私
立
学
校

の
中
に
は
生
徒
募
集
の
た
め
に
近
隣
の

通
学
圏
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る

な
ど
、公
共
交
通
利
用
者
が
減
少
す
る

要
素
は
あ
っ
て
も
増
え
る
要
素
を
見
つ

け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、行
政
に
お
い
て
は
、

路
線
の
存
続
の
た
め
の
補
助
の
負
担
が

大
き
く
な
る
と
いっ
た
課
題
も
生
じ
て
い

る
。九
州
に
お
け
る
地
域
間
幹
線
系
統

確
保
維
持
費（
運
行
区
間
が
複
数
の
自

治
体
に
ま
た
が
る
赤
字
バ
ス
路
線
への
補

助
）は
、２
０
１
３
年
度
は
12
億
３
，５
１

８
万
円
だ
っ
た
も
の
が
、年
々
増
え
続

け
、18
年
度
に
は
13
億
９
，１
０
２
万
円

と
、５
年
間
で
12
・６
％
負
担
が
増
大
し

て
い
る
。こ
の
ほ
か
に
も
民
間
事
業
者
の

路
線
撤
退
を
引
き
継
ぐ
形
で
運
行
さ
れ

乗
合
バス
利
用
者
は

ピ
ー
ク
時
の
４
割
以
下

利
用
者
増
の
兆
し
の
見
え
な
い

公
共
交
通

増
え
る
財
政
負
担

転換期の地域公共交通とMaaSの可能性

表１　JR九州の区間別平均通過人員の変化（1987→2018年度）

線名 区間 営業キロ
（km）

平均通過人員（人/日）
1987年度 2018年度 増加率（％）

鹿児島本線 小倉～博多 67.2 68,929 82,713 20.0
鹿児島本線 博多～久留米 35.7 46,908 68,269 45.5
筑肥線 筑前前原～姪浜 12.7 13,593 46,283 240.5
篠栗線 吉塚～篠栗 10.3 13,712 32,975 140.5
長崎本線 鳥栖～佐賀 25.0 24,187 31,057 28.4
日豊本線 小倉～中津 51.8 34,776 28,424 ▲ 18.3
鹿児島本線 門司港～小倉 11.0 29,689 24,075 ▲ 18.9
長崎本線 佐賀～肥前山口 14.6 19,732 21,001 6.4
山陽本線 下関～門司 6.3 26,352 18,961 ▲ 28.0
長崎本線 諫早～長崎 24.9 14,988 18,220 21.6
篠栗線 篠栗～桂川 14.8 8,698 14,445 66.1
日豊本線 中津～大分 81.1 13,455 14,074 4.6
鹿児島本線 鹿児島中央～鹿児島 3.2 9,962 11,917 19.6
日豊本線 国分～鹿児島 30.5 9,875 11,319 14.6
豊肥本線 熊本～肥後大津 22.6 4,902 11,265 129.8
鹿児島本線 熊本～八代 35.7 17,266 10,548 ▲ 38.9
鹿児島本線 久留米～大牟田 33.6 16,115 8,843 ▲ 45.1
指宿枕崎線 鹿児島中央～喜入 26.6 8,253 8,555 3.7
筑豊本線 折尾～桂川 34.5 10,177 8,443 ▲ 17.0
長崎本線 肥前山口～諫早 60.8 9,108 8,334 ▲   8.5
香椎線 香椎～宇美 12.5 3,690 7,852 112.8 地方交通線路線基準

（8,000人）鹿児島本線 川内～鹿児島中央 46.1 11,252 7,452 ▲ 33.8
鹿児島本線 大牟田～熊本 49.1 16,900 6,942 ▲ 58.9
佐世保線 肥前山口～佐世保 48.8 5,651 6,463 14.4
日豊本線 延岡～南宮崎 86.3 6,149 6,145 ▲   0.1
筑肥線 唐津～筑前前原 29.9 7,233 5,870 ▲ 18.8
日豊本線 大分～佐伯 64.9 8,050 5,308 ▲ 34.1
大村線 早岐～諫早 47.6 3,197 4,968 55.4
香椎線 西戸崎～香椎 12.9 2,921 4,909 68.1
長崎本線 喜々津～浦上 23.5 2,640 4,666 76.7
筑豊本線 若松～折尾 10.8 4,545 3,980 ▲ 12.4 国鉄第三次廃止路線基準

（4,000人）豊肥本線 三重町～大分 36.1 4,203 3,877 ▲   7.8
日豊本線 南宮崎～都城 47.4 4,398 3,584 ▲ 18.5
久大本線 久留米～日田 47.6 3,040 3,437 13.1
指宿枕崎線 喜入～指宿 19.1 3,687 2,537 ▲ 31.2
日田彦山線 城野～田川後藤寺 30.0 3,287 2,471 ▲ 24.8
久大本線 由布院～大分 42.4 3,890 2,294 ▲ 41.0
唐津線 久保田～唐津 40.3 3,649 2,203 ▲ 39.6
久大本線 日田～由布院 51.5 2,564 1,756 ▲ 31.5 国鉄第二次廃止路線基準

（2,000人）日豊本線 都城～国分 42.2 2,029 1,438 ▲ 29.1
後藤寺線 新飯塚～田川後藤寺 13.3 1,728 1,315 ▲ 23.9
三角線 宇土～三角 25.6 2,415 1,242 ▲ 48.6
唐津線 唐津～西唐津 2.2 1,315 1,005 ▲ 23.6
豊肥本線 豊後竹田～三重町 23.9 2,384 951 ▲ 60.1
日豊本線 佐伯～延岡 58.4 3,428 889 ▲ 74.1
肥薩線 吉松～隼人 37.4 1,109 656 ▲ 40.8
吉都線 吉松～都城 61.6 1,518 465 ▲ 69.4 国鉄第一次廃止路線基準

（500人）肥薩線 八代～人吉 51.8 2,171 455 ▲ 79.0
指宿枕崎線 指宿～枕崎 42.1 942 291 ▲ 69.1
筑肥線 伊万里～唐津 33.1 728 222 ▲ 69.5
日南線 油津～志布志 42.9 669 193 ▲ 71.2
肥薩線 人吉～吉松 35.0 569 105 ▲ 81.5
豊肥本線 宮地～豊後竹田 34.6 1,028 101 ▲ 90.2

   

     

注）

資料）

1．平均通過人員＝各路線の年度内の旅客輸送人キロ÷当該路線の年度内営業キロ÷年度内営業日数
2．1987年度と2018年度で比較可能な線区のみ記載
3．2018年度の久大本線の久留米～日田は、一部区間で一時期運転見合わせていたが、年間全区間で運転していたものとし「参考値」として算出
4．国鉄第一次廃止路線基準は、営業キロ30km未満かつ輸送密度2,000人/日未満かつ盲腸線、または営業キロ50km未満かつ輸送密度500人/日未満  
JR九州Webサイト「線区別ご利用状況」より九経調作成

図１　九州の乗合バス輸送人員の推移
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ま
ま
な
ら
な
い
欠
員
補
充

供
給
制
約
か
ら

路
線
縮
小
へ
踏
み
切
る

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
へ
の
補
助
も
必
要
に
な
っ
て
お
り
、

自
治
体
財
政
に
と
っ
て
の
課
題
の
１
つ
と

な
って
い
る
。

　　
こ
の
よ
う
に
地
域
公
共
交
通
は
、利

用
者
の
減
少
に
伴
っ
て
事
業
の
持
続
可

能
性
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
陥
って
い
る

が
、近
年
新
し
い
問
題
も
生
じ
て
い
る
。

そ
れ
は
昨
今
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
よ
る
路
線
縮

小
の
動
き
で
あ
る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
減
少
と
今
後
へ

の
懸
念
を
示
す
デ
ー
タ
と
し
て
、路
線
バ

ス
等
の
運
転
に
必
要
な
大
型
二
種
免
許

（
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
）の
保
有
者

数
の
統
計
を
見
て
み
た
い
。２
０
１
９
年

末
の
九
州
に
お
け
る
大
型
二
種
免
許
の

保
有
者
数
は
10
万
１
，３
６
１
人
い
る

が
、そ
の
う
ち
半
数
以
上
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
、現
役
世
代
の
大
型
二
種

免
許
保
有
者
は
４
万
８
，７
４
５
人
し

か
い
な
い
。し
か
も
、人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

形
状
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、現
役
世
代

の
保
有
者
数
は
年
齢
が
下
に
行
く
ほ
ど

少
な
く
、現
役
世
代
の
乗
務
可
能
な
人

材
が
急
速
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
見
さ

れ
る（
図
２
）。

　
こ
の
ま
ま
新
た
に
大
型
二
種
免
許
を

取
得
す
る
人
が
い
な
い
ま
ま
の
状
態
を

仮
定
す
る
と
、現
役
世
代
の
大
型
二
種

免
許
保
有
者
数
は
、５
年
後（
２
０
２
４

年
末
）に
は
３
万
５
，５
４
１
人
、10
年

後（
２
０
２
９
年
末
）に
は
２
万
４
，１
３

３
人
に
ま
で
減
少
す
る
。す
な
わ
ち
現
役

世
代
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
10
年
で
半
減
す

る
と
予
想
さ
れ
、供
給
制
約
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
維
持
に
大
き
な
壁
と
し
て
立

ち
は
だ
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、バ
ス
事
業

者
で
は
大
型
二
種
免
許
の
取
得
支
援
制

度
や
待
遇
改
善
や
入
社
祝
い
金
の
支

給
、定
年
延
長
や
再
雇
用
な
ど
に
よ
り
、

可
能
な
限
り
働
い
て
も
ら
う
よ
う
努
め

て
い
る
が
、新
規
の
免
許
取
得
者
が
劇

的
に
増
え
る
と
は
考
え
に
く
い
。定
年
延

長
や
再
雇
用
に
よ
っ
て
当
面
の
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
を
し
の
げ
た
と
し
て
も
、高
齢

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
長
時
間
乗
務
を
続
け

て
も
ら
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
ま
た
、待
遇
改
善
を
図
ろ
う
に
も
事

業
の
採
算
性
が
低
く
、今
後
の
見
通
し

も
厳
し
い
状
況
で
は
、で
き
る
こ
と
に
限

り
も
あ
る
。加
え
て
、足
下
で
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
需
要
が
ほ
ぼ
消
滅
し
た
が
、

こ
こ
数
年
は
路
線
バ
ス
に
比
べて
待
遇
の

よ
い
貸
切
バ
ス（
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
）に
人
材
が
流
出
す
る
傾
向
が
強
か
っ

た
こ
と
も
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
拍
車
を

か
け
る
要
因
と
な
って
い
た
。

　　
こ
う
し
た
供
給
制
約
を
受
け
て
バ
ス

事
業
者
が
路
線
縮
小
に
踏
み
切
る
動
き

が
近
年
増
え
て
い
る
。供
給
制
約
に
伴

う
路
線
縮
小
は
、事
業
の
採
算
性
と
は

関
係
な
く
起
こ
っ
て
お
り
、赤
字
で
な
い

路
線
で
も
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
。た
と

え
ば
、西
日
本
鉄
道（
株
）（
福
岡
市
博

多
区
、以
下
西
鉄
）で
は
、２
０
１
８
年

３
月
か
ら
福
岡
市
都
心
部
の
１
０
０
円

循
環
バ
ス
の
経
路
を
短
縮
さ
せ
た
ほ
か
、

午
前
０
時
以
降
に
運
行
す
る
深
夜
バ
ス

の
運
行
も
取
り
や
め
た
。２
０
２
０
年

１
月
に
は
、鹿
児
島
交
通（
株
）（
鹿
児
島

市
）が
１
日
あ
た
り
４
０
０
本
以
上
の
大

幅
な
減
便
に
も
踏
み
切
って
い
る
。

　
バ
ス
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

需
要
の
ピ
ー
ク
と
な
る
朝
の
通
勤
・
通

学
時
間
帯
は
、公
共
交
通
を
担
う
事
業

高
齢
化
が
進
む
バス
の
ド
ラ
イ
バ
ー

供
給
制
約
に
よ
る

路
線
縮
小
へ

2

転換期の地域公共交通とMaaSの可能性

（人）

図2　九州における年齢別・男女別大型二種免許保有者数（2019年末時点）
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ま
ま
な
ら
な
い
欠
員
補
充

供
給
制
約
か
ら

路
線
縮
小
へ
踏
み
切
る

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
へ
の
補
助
も
必
要
に
な
っ
て
お
り
、

自
治
体
財
政
に
と
っ
て
の
課
題
の
１
つ
と

な
って
い
る
。

　　
こ
の
よ
う
に
地
域
公
共
交
通
は
、利

用
者
の
減
少
に
伴
っ
て
事
業
の
持
続
可

能
性
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
陥
って
い
る

が
、近
年
新
し
い
問
題
も
生
じ
て
い
る
。

そ
れ
は
昨
今
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
よ
る
路
線
縮

小
の
動
き
で
あ
る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
減
少
と
今
後
へ

の
懸
念
を
示
す
デ
ー
タ
と
し
て
、路
線
バ

ス
等
の
運
転
に
必
要
な
大
型
二
種
免
許

（
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
）の
保
有
者

数
の
統
計
を
見
て
み
た
い
。２
０
１
９
年

末
の
九
州
に
お
け
る
大
型
二
種
免
許
の

保
有
者
数
は
10
万
１
，３
６
１
人
い
る

が
、そ
の
う
ち
半
数
以
上
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
、現
役
世
代
の
大
型
二
種

免
許
保
有
者
は
４
万
８
，７
４
５
人
し

か
い
な
い
。し
か
も
、人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

形
状
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、現
役
世
代

の
保
有
者
数
は
年
齢
が
下
に
行
く
ほ
ど

少
な
く
、現
役
世
代
の
乗
務
可
能
な
人

材
が
急
速
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
見
さ

れ
る（
図
２
）。
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４
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０
２
９
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２
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４
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３
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と
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想
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、供
給
制
約
が
ネ
ッ
ト

ワ
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の
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に
大
き
な
壁
と
し
て
立

ち
は
だ
か
る
こ
と
が
予
想
さ
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る
。

　　
こ
う
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た
状
況
を
受
け
て
、バ
ス
事
業

者
で
は
大
型
二
種
免
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の
取
得
支
援
制

度
や
待
遇
改
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や
入
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祝
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の
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よ
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が
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と
は
考
え
に
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長
や
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雇
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に
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っ
て
当
面
の
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
を
し
の
げ
た
と
し
て
も
、高
齢

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
長
時
間
乗
務
を
続
け

て
も
ら
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
ま
た
、待
遇
改
善
を
図
ろ
う
に
も
事

業
の
採
算
性
が
低
く
、今
後
の
見
通
し

も
厳
し
い
状
況
で
は
、で
き
る
こ
と
に
限

り
も
あ
る
。加
え
て
、足
下
で
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
需
要
が
ほ
ぼ
消
滅
し
た
が
、

こ
こ
数
年
は
路
線
バ
ス
に
比
べて
待
遇
の

よ
い
貸
切
バ
ス（
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
）に
人
材
が
流
出
す
る
傾
向
が
強
か
っ

た
こ
と
も
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
拍
車
を

か
け
る
要
因
と
な
って
い
た
。

　　
こ
う
し
た
供
給
制
約
を
受
け
て
バ
ス

事
業
者
が
路
線
縮
小
に
踏
み
切
る
動
き

が
近
年
増
え
て
い
る
。供
給
制
約
に
伴

う
路
線
縮
小
は
、事
業
の
採
算
性
と
は

関
係
な
く
起
こ
っ
て
お
り
、赤
字
で
な
い

路
線
で
も
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
。た
と

え
ば
、西
日
本
鉄
道（
株
）（
福
岡
市
博

多
区
、以
下
西
鉄
）で
は
、２
０
１
８
年
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月
か
ら
福
岡
市
都
心
部
の
１
０
０
円

循
環
バ
ス
の
経
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を
短
縮
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せ
た
ほ
か
、

午
前
０
時
以
降
に
運
行
す
る
深
夜
バ
ス

の
運
行
も
取
り
や
め
た
。２
０
２
０
年

１
月
に
は
、鹿
児
島
交
通（
株
）（
鹿
児
島

市
）が
１
日
あ
た
り
４
０
０
本
以
上
の
大

幅
な
減
便
に
も
踏
み
切
って
い
る
。

　
バ
ス
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

需
要
の
ピ
ー
ク
と
な
る
朝
の
通
勤
・
通

学
時
間
帯
は
、公
共
交
通
を
担
う
事
業

高
齢
化
が
進
む
バス
の
ド
ラ
イ
バ
ー

供
給
制
約
に
よ
る

路
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縮
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者
と
し
て
の
責
務
か
ら
限
ら
れ
た
ド
ラ

イ
バ
ー
を
優
先
的
に
配
置
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
対
応
も
今
後
の
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
が
加
速
す
る
な
か
で
は
限
界
に
近

づ
い
て
い
る
。

　　　　
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
現
状
が
需

要
と
供
給
の
両
面
か
ら
厳
し
く
な
る
中

で
、今
後
も
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、需
要
と

供
給
の
両
方
を
増
や
し
て
い
く
、あ
る
い

は
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
供
給
に
関
し
て
は
、自
動
運
転
技
術

の
普
及
へ
の
期
待
が
大
き
く
、各
地
で
実

証
実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、技
術
が

実
用
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
ま
だ
複
数
の

ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
必
要
が
あ
り
、解
決
に

は
ま
だ
一
定
の
時
間
を
要
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
一
方
、減
少
が
続
い
て
き
た
需
要
に

関
し
て
は
、減
少
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
公

共
交
通
利
用
の
際
の
情
報
収
集
の
煩
雑

さ
が
あ
っ
た
と
い
え
、そ
の
課
題
は
解
消

の
道
筋
が
見
え
て
い
る
。か
つ
て
は
公
共

交
通
を
利
用
し
て
外
出
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、ど
こ
に
、い
つ
、ど
の
く
ら
い

の
列
車
や
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
か
を
調
べ

る
能
力
が
求
め
ら
れ
た
。公
共
交
通
の

利
用
者
離
れ
は
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、利

用
に
あ
た
っ
て
の
情
報
収
集
の
煩
雑
さ

も
一
因
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、経
路
検
索

サ
イ
ト
や
地
図
ア
プ
リ
な
ど
の
公
共
交

通
に
関
す
る
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
普
及
は
、

需
要
減
の
流
れ
を
反
転
さ
せ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。経
路
検
索
サ
イ
ト
は
、駅

名
や
バ
ス
停
の
名
前
で
な
く
て
も
病
院

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、小
売
店
や
飲
食
店
な

ど
の
名
前
で
も
検
索
が
可
能
で
あ
り
、

運
行
情
報
収
集
の
煩
雑
さ
が
解
消
さ
れ

つ
つ
あ
る
。今
で
は
、一
部
の
高
齢
者
を

除
け
ば
公
共
交
通
利
用
者
の
大
半
が
経

路
検
索
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を
利
用
し
て

目
的
地
ま
で
の
行
き
方
を
調
べ
る
よ
う

に
な
って
い
る
。

　　
し
か
し
な
が
ら
、経
路
検
索
サ
イ
ト

や
地
図
ア
プ
リ
に
お
い
て
も
全
て
の
列

車
や
バ
ス
の
運
行
情
報
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。カ
バ
ー
率
は
年
々
上

昇
し
て
い
る
が
、掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、基

本
的
に
は
経
路
検
索
サ
イ
ト
や
地
図
ア

プ
リ
の
事
業
者
が
指
定
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
で
交
通
事
業
者
等
か
ら
時
刻
表
や
駅

や
バ
ス
停
の
位
置
情
報
の
デ
ー
タ
が
提

供
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
って
、こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ

に
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者

も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。た
と
え
ば

Ｇｏｏｇ
ｌｅ
マ
ッ
プ
で
経
路
検
索
を
す

る
と
、実
際
に
は
そ
の
地
域
に
多
く
の
バ

ス
が
走
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず「
経

路
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
」と
結
果
が
表
示

さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。路
線
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、存
在
し
な
い
こ
と

に
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
機
会
損
失
と
も

い
え
、そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、九
州
運

輸
局
で
は
交
通
事
業
者
等
に
対
し
そ
の

導
入
に
向
け
た
支
援
を
行
って
い
る
。

　　
経
路
検
索
サ
イ
ト
や
地
図
ア
プ
リ
の

普
及
に
よって
公
共
交
通
の
利
便
性
は
改

善
さ
れ
た
が
、運
賃
の
支
払
い
に
関
し
て

は
、原
則
と
し
て
鉄
道
や
バ
ス
に
乗
車
す

る
ご
と
に
支
払
い
を
行
う
た
め
、切
符
の

購
入
、両
替
や
運
賃
の
支
払
い
で
利
用
者

の
手
間
が
か
か
っ
て
い
た
。こ
う
し
た
料

金
収
受
の
煩
雑
さ
を
解
消
さ
せ
る
た
め
、

全
国
の
交
通
事
業
者
に
お
い
て
、カ
ー
ド

を
専
用
の
読
み
取
り
機
に
か
ざ
す
こ
と
で

運
賃
の
収
受
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
九
州
で
は
、２
０
０
２
年
に
長
崎
ス

マ
ー
ト
カ
ー
ド
、宮
交
バ
ス
カ
で
い
ち
早

く
導
入
が
進
ん
だ
が
、当
該
カ
ー
ド
以

外
で
の
相
互
利
用
に
は
対
応
し
て
い
な

か
っ
た
。導
入
を
進
め
た
全
国
の
他
の
交

通
事
業
者
も
同
様
で
あ
り
、互
換
性
の

低
さ
が
利
用
者
か
ら
の
不
満
と
な
って
い

た
。そ
の
結
果
、相
互
利
用
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
み
、２
０
１
３
年
に
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
全
国
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。現
在
で
は
片
利
用

（
独
自
規
格
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
導
入
し
、

そ
の
カ
ー
ド
は
域
外
で
は
利
用
で
き
な
い

が
全
国
共
通
カ
ー
ド
の
利
用
に
は
対
応
）

も
含
め
る
と
九
州
の
多
く
の
事
業
者
で

全
国
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
が
可
能

に
な
っ
て
お
り
、シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
環

境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
、導
入
に
か
か

る
費
用
が
莫
大
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
は
資
す

る
も
の
の
、地
方
の
バ
ス
事
業
者
に
と
っ

て
厳
し
い
経
営
状
況
の
下
で
の
投
資
判

断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た

課
題
も
聞
か
れ
る
。

　
近
年
、公
共
交
通
の
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
Ｍａａ
Ｓ
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。Ｍａａ
Ｓ
は
、交
通
機
関（
マ
イ

カ
ー
は
除
く
）の
枠
を
超
え
て
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
最
適
な
経
路
を
提
案
し
、

そ
れ
を
一
本
の
線
と
し
て
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
提
供
す
る
新
し
い
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
形
で
あ
る
。

　
Ｍａａ
Ｓ
は
、新
し
い
概
念
で
あ
る
た

め
に
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、先
述
し
た

出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
一
貫
し
た

経
路
検
索
に
加
え
、出
発
地
か
ら
目
的

地
ま
で
の
移
動
に
か
か
る
費
用（
運
賃
）

を
一
括
で
決
済
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
提
供
す
る
も
の
を

指
す
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。世
界
的
に

は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
Ｗ
ｈ
ｉｍ
が
先
進
事

例
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、わ
が
国
に
お

い
て
も
、国
土
交
通
省
や
経
済
産
業
省

が
各
地
で
実
証
実
験
を
進
め
て
い
る
。

　
Ｍａａ
Ｓ
は
、ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら

見
る
と
、交
通
事
業
者
の
収
支
を
劇
的

に
改
善
さ
せ
る
よ
り
も
、人
々
の
移
動

に
伴
っ
て
発
生
す
る
消
費
を
誘
発
す
る

こ
と
で
地
域
経
済
全
体
の
底
上
げ
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。も
う

１
つ
の
期
待
は
、Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
た
移
動
や
消
費
に
関
す

る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
収
集
と
利
活
用
で
あ

る
。そ
の
た
め
か
、Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、全
国
各
地
で
乱
立
気
味
な

様
相
を
示
し
て
い
る
。こ
う
し
た
状
況

は
、複
数
の
事
業
者
が
開
発
競
争
を
行

う
こ
と
で
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
生

き
残
る
と
い
う
点
で
は
歓
迎
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
が
、Ｍａａ
Ｓ
の
実
証
実
験
を
利

用
し
よ
う
と
す
る
た
び
に
新
し
い
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り
、ユ
ー
ザ
ー
登

録
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た

負
担
を
利
用
者
に
強
い
て
い
る
面
も
あ

り
、利
用
者
不
在
で
実
証
実
験
が
進
ん

で
い
る
よ
う
な
状
況
も
垣
間
見
え
る
。

　　
２
０
１
９
年
10
月
に
は
、Ｊ
Ｒ
九
州
と

西
鉄
が
輸
送
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
連
携

に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
た
。こ
の
連
携

で
は
、第
一
歩
と
し
て
Ｍａａ
Ｓ
の
活
用

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、す
で
に
い
く
つ
か
の

サ
ー
ビ
ス
が
実
装
さ
れ
た
り
、今
後
展
開

さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。２
０

２
０
年
１
月
に
は
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
い
た
Ｍａａ
Ｓ
ア
プ
リ
の「
Ｍｙ 

地
域
公
共
交
通
の
存
続

に
向
け
て
期
待
さ
れ
る

情
報
イン
フ
ラ
と
Ｍａａ
Ｓ

経
路
検
索
サ
イ
ト
や
地
図
ア
プ
リ

の
普
及
に
光
明

3

転換期の地域公共交通とMaaSの可能性

九
州
の
二
大
交
通
事
業
者
連
携
の

インパク
ト

Ｍａａ
Ｓ
への
期
待

情
報
が
載
ら
な
い
こ
と
に
よ
る

機
会
損
失

全
国
相
互
利
用
が
可
能
な

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
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者
と
し
て
の
責
務
か
ら
限
ら
れ
た
ド
ラ

イ
バ
ー
を
優
先
的
に
配
置
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
対
応
も
今
後
の
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
が
加
速
す
る
な
か
で
は
限
界
に
近

づ
い
て
い
る
。

　　　　
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
現
状
が
需

要
と
供
給
の
両
面
か
ら
厳
し
く
な
る
中

で
、今
後
も
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、需
要
と

供
給
の
両
方
を
増
や
し
て
い
く
、あ
る
い

は
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
供
給
に
関
し
て
は
、自
動
運
転
技
術

の
普
及
へ
の
期
待
が
大
き
く
、各
地
で
実

証
実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、技
術
が

実
用
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
ま
だ
複
数
の

ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
必
要
が
あ
り
、解
決
に

は
ま
だ
一
定
の
時
間
を
要
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
一
方
、減
少
が
続
い
て
き
た
需
要
に

関
し
て
は
、減
少
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
公

共
交
通
利
用
の
際
の
情
報
収
集
の
煩
雑

さ
が
あ
っ
た
と
い
え
、そ
の
課
題
は
解
消

の
道
筋
が
見
え
て
い
る
。か
つ
て
は
公
共

交
通
を
利
用
し
て
外
出
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、ど
こ
に
、い
つ
、ど
の
く
ら
い

の
列
車
や
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
か
を
調
べ

る
能
力
が
求
め
ら
れ
た
。公
共
交
通
の

利
用
者
離
れ
は
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、利

用
に
あ
た
っ
て
の
情
報
収
集
の
煩
雑
さ

も
一
因
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、経
路
検
索

サ
イ
ト
や
地
図
ア
プ
リ
な
ど
の
公
共
交

通
に
関
す
る
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
普
及
は
、

需
要
減
の
流
れ
を
反
転
さ
せ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。経
路
検
索
サ
イ
ト
は
、駅

名
や
バ
ス
停
の
名
前
で
な
く
て
も
病
院

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、小
売
店
や
飲
食
店
な

ど
の
名
前
で
も
検
索
が
可
能
で
あ
り
、

運
行
情
報
収
集
の
煩
雑
さ
が
解
消
さ
れ

つ
つ
あ
る
。今
で
は
、一
部
の
高
齢
者
を

除
け
ば
公
共
交
通
利
用
者
の
大
半
が
経

路
検
索
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を
利
用
し
て

目
的
地
ま
で
の
行
き
方
を
調
べ
る
よ
う

に
な
って
い
る
。

　　
し
か
し
な
が
ら
、経
路
検
索
サ
イ
ト

や
地
図
ア
プ
リ
に
お
い
て
も
全
て
の
列

車
や
バ
ス
の
運
行
情
報
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。カ
バ
ー
率
は
年
々
上

昇
し
て
い
る
が
、掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、基

本
的
に
は
経
路
検
索
サ
イ
ト
や
地
図
ア

プ
リ
の
事
業
者
が
指
定
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
で
交
通
事
業
者
等
か
ら
時
刻
表
や
駅

や
バ
ス
停
の
位
置
情
報
の
デ
ー
タ
が
提

供
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
って
、こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ

に
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者

も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。た
と
え
ば

Ｇｏｏｇ
ｌｅ
マ
ッ
プ
で
経
路
検
索
を
す

る
と
、実
際
に
は
そ
の
地
域
に
多
く
の
バ

ス
が
走
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず「
経

路
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
」と
結
果
が
表
示

さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。路
線
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、存
在
し
な
い
こ
と

に
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
機
会
損
失
と
も

い
え
、そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、九
州
運

輸
局
で
は
交
通
事
業
者
等
に
対
し
そ
の

導
入
に
向
け
た
支
援
を
行
って
い
る
。

　　
経
路
検
索
サ
イ
ト
や
地
図
ア
プ
リ
の

普
及
に
よって
公
共
交
通
の
利
便
性
は
改

善
さ
れ
た
が
、運
賃
の
支
払
い
に
関
し
て

は
、原
則
と
し
て
鉄
道
や
バ
ス
に
乗
車
す

る
ご
と
に
支
払
い
を
行
う
た
め
、切
符
の

購
入
、両
替
や
運
賃
の
支
払
い
で
利
用
者

の
手
間
が
か
か
っ
て
い
た
。こ
う
し
た
料

金
収
受
の
煩
雑
さ
を
解
消
さ
せ
る
た
め
、

全
国
の
交
通
事
業
者
に
お
い
て
、カ
ー
ド

を
専
用
の
読
み
取
り
機
に
か
ざ
す
こ
と
で

運
賃
の
収
受
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
九
州
で
は
、２
０
０
２
年
に
長
崎
ス

マ
ー
ト
カ
ー
ド
、宮
交
バ
ス
カ
で
い
ち
早

く
導
入
が
進
ん
だ
が
、当
該
カ
ー
ド
以

外
で
の
相
互
利
用
に
は
対
応
し
て
い
な

か
っ
た
。導
入
を
進
め
た
全
国
の
他
の
交

通
事
業
者
も
同
様
で
あ
り
、互
換
性
の

低
さ
が
利
用
者
か
ら
の
不
満
と
な
って
い

た
。そ
の
結
果
、相
互
利
用
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
み
、２
０
１
３
年
に
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
全
国
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。現
在
で
は
片
利
用

（
独
自
規
格
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
導
入
し
、

そ
の
カ
ー
ド
は
域
外
で
は
利
用
で
き
な
い

が
全
国
共
通
カ
ー
ド
の
利
用
に
は
対
応
）

も
含
め
る
と
九
州
の
多
く
の
事
業
者
で

全
国
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
が
可
能

に
な
っ
て
お
り
、シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
環

境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
、導
入
に
か
か

る
費
用
が
莫
大
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
は
資
す

る
も
の
の
、地
方
の
バ
ス
事
業
者
に
と
っ

て
厳
し
い
経
営
状
況
の
下
で
の
投
資
判

断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た

課
題
も
聞
か
れ
る
。

　
近
年
、公
共
交
通
の
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
Ｍａａ
Ｓ
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。Ｍａａ
Ｓ
は
、交
通
機
関（
マ
イ

カ
ー
は
除
く
）の
枠
を
超
え
て
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
最
適
な
経
路
を
提
案
し
、

そ
れ
を
一
本
の
線
と
し
て
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
提
供
す
る
新
し
い
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
形
で
あ
る
。

　
Ｍａａ
Ｓ
は
、新
し
い
概
念
で
あ
る
た

め
に
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、先
述
し
た

出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
一
貫
し
た

経
路
検
索
に
加
え
、出
発
地
か
ら
目
的

地
ま
で
の
移
動
に
か
か
る
費
用（
運
賃
）

を
一
括
で
決
済
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
提
供
す
る
も
の
を

指
す
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。世
界
的
に

は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
Ｗ
ｈ
ｉｍ
が
先
進
事

例
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、わ
が
国
に
お

い
て
も
、国
土
交
通
省
や
経
済
産
業
省

が
各
地
で
実
証
実
験
を
進
め
て
い
る
。

　
Ｍａａ
Ｓ
は
、ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら

見
る
と
、交
通
事
業
者
の
収
支
を
劇
的

に
改
善
さ
せ
る
よ
り
も
、人
々
の
移
動

に
伴
っ
て
発
生
す
る
消
費
を
誘
発
す
る

こ
と
で
地
域
経
済
全
体
の
底
上
げ
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。も
う

１
つ
の
期
待
は
、Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
た
移
動
や
消
費
に
関
す

る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
収
集
と
利
活
用
で
あ

る
。そ
の
た
め
か
、Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、全
国
各
地
で
乱
立
気
味
な

様
相
を
示
し
て
い
る
。こ
う
し
た
状
況

は
、複
数
の
事
業
者
が
開
発
競
争
を
行

う
こ
と
で
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
生

き
残
る
と
い
う
点
で
は
歓
迎
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
が
、Ｍａａ
Ｓ
の
実
証
実
験
を
利

用
し
よ
う
と
す
る
た
び
に
新
し
い
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り
、ユ
ー
ザ
ー
登

録
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た

負
担
を
利
用
者
に
強
い
て
い
る
面
も
あ

り
、利
用
者
不
在
で
実
証
実
験
が
進
ん

で
い
る
よ
う
な
状
況
も
垣
間
見
え
る
。

　　
２
０
１
９
年
10
月
に
は
、Ｊ
Ｒ
九
州
と

西
鉄
が
輸
送
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
連
携

に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
た
。こ
の
連
携

で
は
、第
一
歩
と
し
て
Ｍａａ
Ｓ
の
活
用

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、す
で
に
い
く
つ
か
の

サ
ー
ビ
ス
が
実
装
さ
れ
た
り
、今
後
展
開

さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。２
０

２
０
年
１
月
に
は
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
い
た
Ｍａａ
Ｓ
ア
プ
リ
の「
Ｍｙ 

地
域
公
共
交
通
の
存
続

に
向
け
て
期
待
さ
れ
る

情
報
イン
フ
ラ
と
Ｍａａ
Ｓ

経
路
検
索
サ
イ
ト
や
地
図
ア
プ
リ

の
普
及
に
光
明

3

転換期の地域公共交通とMaaSの可能性

九
州
の
二
大
交
通
事
業
者
連
携
の

インパク
ト

Ｍａａ
Ｓ
への
期
待

情
報
が
載
ら
な
い
こ
と
に
よ
る

機
会
損
失

全
国
相
互
利
用
が
可
能
な

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
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食べ応えたっぷり男子校カレー!!

FILE.01

　文武両道の男子進学校を標榜し、伸びゆく進学実績と部活動の
全国規模での活躍で注目を集める東福岡高校が、TVQ九州放送
と共同でレトルトカレーを商品化しました。
　地元福岡のはかた地どりと食べ応えのある大きな具材（にん
じん、じゃがいも）を使用。容量も２２０ｇとたっぷり。パッケージは
スクールカラーであるモスグリーンを基調にし、男子校らしく、
クールなデザインに仕上げました。

阪急百貨店、北野エース（福岡三越店・福岡パルコ店・
久留米岩田屋店）、ゆめタウン（一部店舗のみ） ほか

学校法人東福岡学園
東福岡高等学校通販はこちら

福岡市博多区
東比恵2丁目24-1

男子校をイメージしたレトルトカレー

東福岡高等学校 男子校カレー

購入可能店舗

チキンカレー／220ｇ（1人前）

母校の逸品

中 辛

Ｒ
ｏ
ｕ
ｔ
ｅ
」に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ
九
州
の

ネ
ッ
ト
予
約（
九
州
新
幹
線
）が
可
能
に

な
っ
た
ほ
か
、北
九
州
市
小
倉
南
区
の

Ｊ
Ｒ
下
曽
根
駅
で
は
、駅
前
を
通
る
す
べ

て
の
西
鉄
バ
ス
に
対
し
て
極
力
列
車
の

時
刻
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
を
編
成
し
た

り
、駅
構
内
に
バ
ス
の
時
刻
表
と
接
近
情

報
を
掲
示
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る

ほ
か
、バ
ス
車
内
の
運
賃
モ
ニ
タ
ー
で
も

駅
に
近
づ
い
た
時
に
列
車
の
時
刻
を
掲

示
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
を
行
って

い
る（
写
真
）。

　
九
州
の
二
大
交
通
事
業
者
の
連
携
に

よ
る
Ｍａａ
Ｓ
導
入
と
推
進
に
向
け
た
動

き
は
、全
国
的
に
見
て
も
先
駆
的
と
い

え
、今
後
九
州
に
お
い
て
Ｍａａ
Ｓ
の
導

入
や
普
及
が
広
が
り
、公
共
交
通
に
よ

る
移
動
の
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、九
州
の
公
共

交
通
は
、需
要
減
に
加
え
、供
給
制
約
の

問
題
が
新
た
に
加
わ
り
、持
続
可
能
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
う
点
で
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。一
方
で
、新
た

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
脱
却

さ
せ
る
可
能
性
も
秘
め
て

お
り
、地
域
公
共
交
通
は

ま
さ
に
転
換
期
に
あ
る
と

い
え
る
。 

　
こ
う
し
た
な
か
で
起

こ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
は
、人
々
の

移
動
を
大
き
く
抑
制
し
、

公
共
交
通
の
利
用
者
を
劇
的
に
減
少
さ

せ
た
。と
り
わ
け
交
通
事
業
者
に
と
っ
て

相
対
的
に
利
益
率
の
高
い
中
長
距
離
の

移
動（
新
幹
線
や
特
急
、高
速
バ
ス
）の
減

少
が
著
し
く
、稼
ぎ
時
と
い
え
る
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
お
盆
に
感
染
拡
大
が
重

な
って
し
ま
っ
た
こ
と
で
、打
撃
は
よ
り
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。九
州
の
交
通

事
業
者
の
多
く
は
、運
輸
部
門
以
外
に

も
事
業
多
角
化
を
図
っ
て
い
る
も
の
の
、

観
光
や
流
通
事
業
な
ど
人
の
移
動
に
伴
っ

て
発
生
す
る
需
要
を
ベ
ー
ス
と
し
た
事
業

が
主
力
で
あ
る
た
め
、今
回
の
コ
ロ
ナ

シ
ョッ
ク
の
影
響
を
真
正
面
か
ら
受
け
て

し
ま
い
、危
機
的
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　
当
面
は
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
を
い

か
に
乗
り
切
る
か
が
、地
域
公
共
交
通

の
存
続
の
カ
ギ
を
握
る
こ
と
と
な
る
が
、

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
、ａ
ｆ
ｔｅｒ
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
時
に
、新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
需
要
減
と
供
給
制
約
と
い
っ
た
地
域

公
共
交
通
が
抱
え
る
構
造
的
な
課
題
の

解
決
に
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。 

　
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核
と
し

て
期
待
さ
れ
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、事
業
者
間
の
連
携
や
協
調
が

必
須
と
な
って
く
る
が
、九
州
で
は
、地
域

と
事
業
者
の
枠
を
超
え
た
公
共
交
通
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
既
に
提

供
さ
れ
て
き
た
。具
体
的
に
は
、Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ｑ
パ
ス（
九
州
の
バ
ス
乗
り
放
題
切
符
）、

九
州
の
バ
ス
時
刻
表（
九
州
の
主
要
バ
ス

事
業
者
の
時
刻
検
索
サ
イ
ト
）、九
州
の

り
も
の
ｉｎ
ｆｏ
．ｃｏｍ（
九
州
の
鉄
道
、

バ
ス
、船
舶
、航
空
機
の
運
行
／
運
航
情

報
を
一
括
し
て
確
認
で
き
る
サ
イ
ト
）な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、他
地
域
に
は
な
い
連
携

と
協
調
の
土
台
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
土
台
を
生
か
し
て
地
域
住

民
や
九
州
を
訪
れ
る
観
光
客
に
と
っ
て

の
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、厳
し
い
状
況
に

あ
る
地
域
公
共
交
通
も
好
転
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

転換期の地域公共交通とMaaSの可能性

お
わ
り
に

▲JR下曽根駅構内のバス乗り継ぎ
　案内モニター（筆者撮影） 
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